
 

 

 

 

 

  Ｔｉｔａｎｉｕｍ 

  ＭＴＥＸにより作成された極点図からＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２３年０１月２９日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



１．概要 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌの表現はＯＤＦズフトウエアにより異なり複雑である。 

 本資料では、ＭＴＥＸにより作成されたＴｉｔａｎｉｕｍ反射極点図から各種ＯＤＦソフトウエア 

 方位の定量を行ってみます。 

 

２．ＭＴＥＸでＴｉｔａｎｉｕｍの極点図作成 

 ２．１ Ｔｉｔａｎｉｕｍの（－１２５）［２１０］方位作成 

 CS = crystalSymmetry('6/mmm', [2.95 2.95 4.686], 'X||a*', 'Y||b', 'Z||c*', 'mineral', 'Titanium') 

SS = specimenSymmetry('1') 

psi = vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',5*degree) 

randomODF = uniformODF(CS,SS) 

 Ori1 = orientation.byMiller([-1 2 5],[2 1 0],CS) 

 ODF=0.8* unimodalODF(Ori1,psi)+0.2*randomODF 

 

 

計算される euler角度は BＴｙｐｅと一致する。 

 



２．２ 極点図作成 

 h = {Miller(1,0,0,CS),Miller(0,0,2,CS),Miller(1,0,1,CS)} 

rpf=calcPoleFigure(ODF,h) 

 

  

極点図をＥｘｐｏｒｔし、Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ―＞反射極点図作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． ｎｅｗＯＤＦで解析 

 ３．１ ＷＩＭＶで解析 

   

  

 Ａ－Ｔｙｐｅで解析が行われている。 

  



 ３．２ Ａ－Ｔｙｐｅ４指数から３指数に変換 

   

 ３．３ データコンポーネントに（１１５）［１－１０］追加 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３．４ コンポーネントでＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

   

  ＭＴＥＸで作成したＢ－Ｔｙｐｅ（－１２５）［２１０］８０％を 

Ａ－ＴＹｐｅ｛１１５｝＜１－１０＞として７９．５％で計算が行われた。 

   

   

 

 

 

 

 

 



 ３．５ コンポーネント推定モード検証 

 

 

 

 

  φ２＝－３０で検出されている。 

  コンポーネント追加で 

 

  

  φ２＝３０に修正され、登録されている。 

 



４，ＬａｂｏＴｅｘで解析（Ａ－ＴＹｐｅで解析） 

  

  ｛１１５｝＜１－１０＞をＶＦ％＝７８％ 

  ＬａｂｏＴｅｘでは、Ａ－ＴＹｐｅ＜－＞Ｂ－ＴＹｐｅ変換が可能 

 


